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令和８（2026）年度 人文科学研究科 心理学専攻 博士前期課程 一般入試（秋期） 
試験科目：心理学 
◆出題の意図 

問題 1 
心理学の研究では、心理学的構成概念を、心理尺度を用いて自己報告法により測定

することが一般的に行われている。このため、心理尺度の妥当性について理解してい
ることは重要である。この問いでは、心理尺度の基本的概念を理解しているかどうか
確認した。一般的に、心理学者は妥当性について複数の観点から理解している。この点
についても理解しており、その妥当性の種類（内容的妥当性、基準関連妥当性、構成概
念妥当性など）についても、その内容とともに説明することを求めた。また実際の心理
尺度作成の過程のなかで、これらの妥当性を担保する具体的な手続きを理解できるこ
とを確認した。 
 
問題 2 

心理学の研究では、研究対象者の尊厳の尊重や安全の確保のため、倫理的配慮を行
うことが重視されているため、大学院進学後、自身の研究を進めていく上で必要とな
る倫理的配慮について理解できているかを問うことを目的として出題した。 
 
問題 3 

3-1 
準実験の研究の理解として、問題文中の Figure8.3 に提示されている 2×2 の各条

件がどのように設定されているか、また同様に従属変数がどのように測定されている
か、を中心に、問題文から研究手続きを記述する際に必要な事項を選択して、具体的
に記述できるかどうかを確認した。 
3-2 

問題文中に記述されている手続き（問 3-1）と Figure8.3 に示された結果を理解し
ていることが解答の前提となる。その上で、この研究結果と、その解釈に関わる内容
に該当する箇所を後半の問題文を通読する過程で見つけて、適切に翻訳できることを
確認した。 

 
 

◆解答又は解答例 
問１〜問３は、一義的な解答例が示せないため、公表していません。 
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